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1.2 SCのMain Impluse (MI)の磁場波形と電流系






















































GLAT[deg] GMLAT [deg] Period SC events Data site
KTN 75.9 70.1 96/01-07/02 1670 CPMN(Kyushu)
CHD 70.6 64.6 96/01-07/08 2635 CPMN(Kyushu)
ZYK 65.7 59.7 96/01-07/06 2502 CPMN(Kyushu)







PTK 52.9 45.5 97/10-08/09 2256 CPMN(Kyushu)
NSWM(NICT)
MMB 43.9 35.1 96/01-10/10 3511 WDC(Kyoto)
KAK 36.2 27.1 96/01-10/10 3531 WDC(Kyoto)
OKI 24.7 16.5 96/04-08/10 2028 NSWM(NICT)
GAM 13.5 5.3 96/08-06/12 2721 WDC(Kyoto)
NSWM(NICT)
CEB 10.3 0.8 98/08-05/06 1599 CPMN(Kyushu)
YAP 9.3 0.3 98/09-08/08 1442 NSWM(NICT)




















































































[Yamazaki et al., 2009]
4. 考察
〇中緯度と赤道域におけるSC磁場振幅の季節変化の傾向が異なる
中緯度域： SCの磁場振幅が夏期に最大となり、冬期に最小となる
太陽天頂角にほぼ線形に比例する
赤道域：北半球が夏の時期にSCの磁場振幅が最小となり、3月と10月ごろに
その振幅が最大となる
必ずしも観測点の真上に太陽が来るときにSCの磁場振幅が最大と
なるとは限らない
太陽天頂角とは相関しない
〇赤道域については電離圏電気伝導度モデル値の季節変化とも合わない
電離圏電気伝導度モデル値は、赤道域において4月と9月に最大となり、北
半球が冬の時期に最小となる。
⇒SCの磁場振幅が最小となる時期と異なる
※おそらく電離圏伝導度モデル値が正確に磁気赤道域の伝導度を記述で
きていない←電離圏モデル(IRI)の問題
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